真鍋庭園でできること
ものを育てることへの雄大な試み

　ものを育てることに親しみを感じる方は、ぜひ「真鍋庭園」へお越しください。 このサンプルガーデンは、植物学的に多様な環境で、木、花、境界植物、草を展示しています。 造園デザイナー、建築家、ガーデナーたちが訪れ、造園術を観察し、調査、計画します。 来園者は、庭の手入れに関する新しいアイデアを得るだけでなく、園芸用品センターですべての植物、園芸用品、道具を購入することができます。 （ただし、最初にお持ち帰りについてはご確認ください。）
　真鍋庭園には、日本庭園と鯉の池、はまなすの丘、松林、モンスターガーデン、8メートルの滝とマスの池など、さまざまな散策環境があります。鯉の池にはたくさんの錦鯉がいます。来園者は、鮮やかな色の鯉にえさをやることができます。また、エゾリスはフォレストフロアガーデンに住んでおり、そこでは遊具も持っています。
　日本庭園にある2つの建物は特筆すべきです。 1つは『真正閣』として知られています。1962年に解体され真鍋庭園に運ばれるまで、帯広にありました。皇太子嘉仁（のちの大正天皇、1879-1926）がかつてその町を訪れたときにご滞在されました。近くにある茶室も元々真正閣の一部分でした。
　カフェではコーヒー、紅茶、自家製ケーキ、料理をご用意しています。店内または屋外に座ったり、庭園内の他の場所にテイクアウトしてプライベートピクニックをしたりすることもできます。
　真鍋庭園では、傘や長靴を無料でご用意しておりますので、訪問者は雨の中ツアーすることや露に濡れることを心配する必要はありません。 メイン通路はバリアフリー設計で、庭園の大部分が車椅子でご利用可能です。




